
大

学

地

考

藤

井

健

造

大
手
前
女
子
大
学
は
、
西
宮
市
御
茶
家
所
町
に
建

つ
。
そ
の
地
名

の
由
来
す
る
所
を
先
づ
考
察
す
る
に
西
宮

の
市
制
が
実
施
さ
れ
る
前
、

こ
こ
は
武
庫
郡
大
社
村
字
守

具

(森
具
)
と
言
わ
れ
た
も

の
で
あ

っ
て
、
西
宮
村
と
は
同
郡
内

で
あ
る
が
西
川
を
は
さ
ん
で
飛
地
に
な

っ
て
い
た
。

現
時

の
夙
川
は
江
戸
末
期
か
、
明
治
初
年

の
頃
に
改
定
さ
れ
た
も

の
ら
し
く
、
江
戸
幕
府
が
文
久
三
年
二
月

一
日
老
中
格
小
竿
原
長
行

に
命
じ
た
台
場
築
立
御
用
掛

の

摂
海
防
備
図
に
は
、
宿
川
と
あ
り
こ
こ
が
宿
村
で
あ

っ
た
ら
し
い
淵
源

に
つ
な
が
る
地
名

で
あ

っ
て
、
そ

こ
に
は
こ
の
地
方
由
緒
に
基
因
す

る
も

の
が
潜
在
す
る
わ
け
で

あ
る
。

徳
川
三
百
年
を
通
じ
西
国
よ
り
京
、

江
戸

へ
の
陸
路
は
西
宮
村
を
分
岐
点

と
し
、

東
南

に
向

っ
て
尼
崎

か
ら
大
阪

へ
抜
け
る
中
国
街
道
と
、

北

へ
折
れ
て
越
水
、

広

田
、
昆
陽
、
伊
丹
、
茨
木
、
山
崎
を
通
る
京
街
道
が
あ

っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
京
上
り
を
急
ぐ
諸
藩
庶
民

の
中
に
は
西
宮
村

の
西
方
宿

の
分
れ
道

に
あ

っ
た

一
里
塚
よ
り

左
方

の
裏
道
を
取
り
広
田
、
大
市
村
を
経
て
武
庫
川
を
渡
り
、
昆
陽
に
至
る
、
北
の
街
道
を
辿

っ
た
も

の
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
慶
長
十
年

(
一

六
〇
五
)

の
摂
津
国
絵
図

に
は
こ
の
村
を
宿
火
村
と
書

い
て
あ

っ
て
、
当
時

の
宿
荷
所
で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

遠
き
古
え

の
こ
と
、
務
古

の
入
海
が
越
水
、
広
田
の
山
裾
ま
で
広
が

っ
て
い
て
、
西
宮
村
が
ま
だ
地
形
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
証
推
さ
れ
る
古
墳
時
代
で
は
、
こ
の
宿

村
か
ら
越
水
、
広
田

の
山
す
そ
を
通

っ
て
昆
陽
よ
り
上
方
に
至
る
街
道

(
古
書
、
海
道
)
が
た
だ

一
つ
の
道

で
あ

っ
た
こ
と
は
、

こ
の
土
地
の
洪
積
層
化
石
分
布
線

の
海

陸
地
形
図

に
依
証
出
来
る
と
共
に
後
醍
醐
天
皇
が
元
弘
三
年
六
月

二
日
、
隠
岐
島

よ
り
還
幸

の
劒
通
ら
れ
た
の
も

こ
の
道
で
あ

っ
た

こ
と
は
楠
氏
が
志
貴
右
馬
允
に
与
え

た
書
状
に
史
証
が
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
治
め
大
阪
に
築
城
す
る
に
当
り
諸
侯
に
命
じ
、
瀬
戸
内
諸
島
よ
り
巨
石
を
徴
発
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時

に
多
量

の
御
影
石
が
西
宮
港
よ
り
船
積
ま

た
は
陸
路
で
大
阪
に
運
ば
れ
、
そ

の
と
き
に
西
宮
の
商
運
大
い
に
動
き
、
た
め
に
近
世

へ
の
発
展
に
必
要
な
財
力
を
築
く
こ
と
が
出
来
た
。
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戦
国
兵
乱

の
後
、
信
長

は
畿
内

の
都
市
を
直
領
と
し
、
摂
津
、
和
泉

の
寺
領

に
は
矢
銭
を
相
懸
く
と
し
た

の
で
、
元
亀
元
年
八
月

(
一
五
七
〇
)
信
長
が
本
願
寺
攻
略

の
為
大
阪
に
下
向
し
た
と
き
、
西
宮
町
方
か
ら
多
額

の
金
員
珍
宝
を
携
え
て
信
長

の
歓
を
迎
え

い
て
る
。
信
長
は
こ
れ
に
対
し
天
正
八
年

三
月

の
朱
印
を
以
て
摂
津
西
宮

に
対
し
地
内
安
堵

の
禁
制
を
認
許
し
た
。

か
く
し
て
源
平
時
代
か
ら
、
足
利
時
代

に
亘
り
て
、
人
馬
軍
糧

の
往
来
殊

に
多
く
、
西
宮
地
方
を
中
心
と
す
る
摂
津
は
富
力
を
高

め
戦
利
を
掌
中
し
た
。
そ
の
帳
元
を

な
す
も
の
は
こ
の
武
庫
西
宮

の
町
方
、
浜
方
の
豪
商
達
で
あ

っ
た
。

平
安
時
代

の
こ
の
地
は
、
京
と
西
国
を
結
ぶ
陸
運

の
要
所
で
あ

っ
た
か
ら
、
天
朝
、
諸
卿

の
奉
幣
社
と
し
て
広
田
、
西
宮
社
の
社
格

は
と
み
に
隆
高
し
た
。
四
季

の
佳

き
日
吉
き
日
に
斎
行
さ
れ
た
貴
族
の
社
頭
歌
合
な
ど
藤
原
俊
成
自
筆

の
国
宝
広
田
社
二
十
九
番
歌
合
集
に
よ
み
残

っ
て
い
る
。
又
万
葉

の
代
表
歌
人
山
部
宿
禰
赤
人
は

武
庫
浦
を
こ
ぎ

た
む
小
舟
粟
島
を

そ
が
ひ
に
み
つ
つ
と
も
し
き
小
舟

と
よ
み
、

こ
の
浦

の
漁
人
舟

の
多
か

っ
か
た
こ
と
を
歌

っ
て
い
る
。

上
古
持

に
神
功
皇
后

の
時
代

に
は
、
皇
后
と
当
地
と
の
史
縁

は
極
め
て
深

い
。
日
本
書
紀
に
、

「
皇
后
之
船
指
難
波
干
時
皇
后
之
船
廻
於
海
中
、
不
能
進
、
更
還
務
古

水
門
、
而
卜
之
於
天
照
大
神
、
講
之
日
、
我
之
荒
魂
不
可
近
皇
居
、
当
御
心
広
田
国
即
以
山
背
根
之
女
葉
山
媛
令
祭
」
と
あ
り
、
務
古
水
門
は
武
庫
の
港
で
あ
る
。

更

に
遡
る
こ
と
千
数
百
余
年
弥
生
後
期
古
墳
時
代
と
当
地
と
は
極

め
て
悠
遠

の
結
縁
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
当
地
を
中
心
と
し
て
半
径
四
粁

の
周
円
内

の
み
に

て
も
、
八
十
塚
、
高
塚
、
王
子
塚
、
処
女
塚
、
大
塚
、

へ
ぼ
そ
塚
、
親
王
塚
等
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
推
知
せ
ら
れ
る
。

大
古
貴
人

の
葬
螢
と
殉
死

の
風

に
み
ら
れ
る
埴
輪
と

の
哀
話
は
次

の
五
条
少
納
言
菅
原
為
撲
直
筆

の
家
系
之
由
来
に
日
ふ
如
く
切

々
と
し
て
今
な
お
人

々
の
心
を
う

つ

も

の
が
あ
る
。

垂
仁
天
皇

の
三
十
三
年
皇
后
日
葉
酢
媛
命
麗
ず
そ
の
時
野
見
宿
禰
土
偶
を
以
て
殉
死

の
身

に
代
え
ん
こ
と
を
奏
請
し
、
帝
嘉
し
て
こ
れ
を
納
れ
永
制
と
な
し
給
ふ
。
此

時

に
方
り
殉
死
を
免
れ
た
る
臣
等
微
服
潜
行
し
て
妻
子
を
携
え
率

い
て
都
を
去
り
、
所
縁
を
求
め
て
寄
寓
し
処
々
に
蟄
居
す
。
吾
摂
津
国

に
住
す
る
世
系
を
訪
ふ
に
、

人

々
そ
の
姓
氏
を
隠
し
て
言
わ
ず
、
し
か
も
其
氏
族

の
連
綿
た
る
者
幾
千
歳
。
そ

の
た
め
か
え

っ
て
遠
祖

の
姓
名
を
失
う
者
多

し
。

こ
こ
に
於
て
野
見
宿
禰

の
後
高
五
条

大
納
言
菅
原
為
康

こ
れ
を
慰
み
遠
祖

の
由
緒
あ
る

こ
と
を
以
て
土
師

の
姓
を
称
号
す
る
こ
と
を
許
す
。
即
ち
宿
村

は
菅
家
今
旧
記
系
図
考
に
あ
る
摂
津
国
武
庫
郡
殉
臣

の

大

学

地

考
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大

学

地

考

村

々
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
故
を
以
て
往
古
殉
臣
村
と
称
し
又
宿
禰

の
由
緒
よ
り
宿
村
と
唱
え
た
る
を
、
後
世
、
守
具
村
と
な
り
、
明
治
七
年
森
具
村
と
改
め
、
夙
川
と
通
名
し
て
今
日
に
及

ん
で
い
る
。

大
社
村
字
森
具
に
あ
る
福
井
治
兵
衛

(
本
学
創
立
協
力
者
)
邸
は
、
東

は
仏
坂
、
西

は
大
師
道

に
接
し
た
広

い
高
台
で
あ
る
。
今
も
そ
の
地
内
に
老
松

の
森
あ
り
。
小

祠
を
建
て
て
献
燈
す
る
。
こ
の

一
帯
は
古
墳
地
で
あ

っ
て
、
往
時
に
は
上

の
池
、
下

の
池
が
あ

っ
た

の
で
水
の
祭
神
貴
船
社
が
祭
祠
せ
ら
れ
て
い
た
、
と
古
村
誌

に
書
録

さ
れ
て
い
る
。

太
古
代

よ
り
淵
源
二
千
余
年
、
大
和
朝
史
創
建

の
古
昔

よ
り
、
下
り
下
り
て
昭
和

の
今
日
に
至
る
続
縁

の
地
に
、
今
後
幾
春
秋
に
も
及
ぶ
べ
き
本
学
の
礎
を
、
固
め
固

め
て
建
て
造
る
所
以
又
故
な
き
に
非
る
な
り
。
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